
項 ⽬ 内 容

名称 アカシア樹⽪抽出物 [英]Black Wattle bark extract [学名]Acacia mearnsii de  

Wild

概要 アカシア樹⽪抽出物は、オーストラリア原産でマメ科のモリシマアカシアの樹⽪か

ら熱⽔抽出によって得られる。樹⽪の熱⽔抽出物はポリフェノールを多く含み、接

着剤や⽪⾰製品の⽪なめしなどに利⽤されている。

法規・制度 ■⾷薬区分

・モリシマアカシア樹⽪︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断し

ない成分本質 (原材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・カテキン、ガロカテキン、ロビネチドール、フィセチニドールなどを含む

(PMID:23837032) (PMID:21192716) (2012061233) (PMID:16748810) 

(113) (114) 。

分析法 樹⽪抽出物に含まれるタンニンを重量で測定するハイドパウダー法やスティアスニ

ー法、またUV法で分析した報告がある (114) 。

・樹⽪抽出物に含まれるポリフェノールをスティアスニー法で分析した報告がある

(115) (116) (117) 。

・樹⽪抽出物に含まれるプロアントシアニジンオリゴマーをNMRおよびMALDI-

TOF-MSで同定した報告がある (PMID:21192716) 。

有効性

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=23837032&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=21192716&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=16748810&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=21192716&dopt=Abstract


ヒ

ト

で

の

評

価

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

RCT

・耐糖能異常 （糖負荷試験の120分値が140 mg/dL以上200 mg/dL未満） の成⼈

34名 (試験群17名、平均49.6±1.5歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検無作為化プラ

セボ対照試験において、アカシア樹⽪抽出物より調製したアカシアポリフェノール

250 mg/⽇を8週間摂取させたところ、空腹時の⾎糖値、インスリン値、HOMA-

IR、HbA1cに影響は認められなかった(PMID:23837032) 。

・耐糖能異常 (糖負荷試験の120分値が140〜199 mg/dL) の成⼈13名 (平均

50.77±7.3歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検クロスオーバー無作為化プラセボ対照

試験において、アカシア樹⽪抽出物より調製したアカシアポリフェノール250 mg  

(プロアントシアニジン120 mg含有) を単回摂取させ、5分後に⽩⽶200 gを摂取さ

せたところ、⽩⽶摂取後120分までの⾎糖値 (IAUC) とインスリン値 (IAUC) に影

響は認められなかった (2017175776) 。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 RCT

・顔や⼿にムズムズ感のある健康な成⼈60名 (試験群30名、平均44.3±9.8歳、⽇

本) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、アカシア樹⽪抽出

物 (カテキン180 mg/⽇、プロアントシアニジン245 mg/⽇含有) を8週間摂取さ

せたところ、顔の経表⽪⽔分蒸散量の減少が認められた。⼀⽅、⼿の経表⽪⽔分蒸

散量、顔および⼿の⽪膚表⾯⽔分量、つや、粘弾性、⽪膚疾患評価尺度

(Dermatology Life Quality Index) のスコア、かゆみの⾃⼰評価 (VAS) に影響は

認められなかった (PMID:30526388) 。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=23837032&dopt=Abstract
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